
1-3 事業実施スケジュール
本事業の実施スケジュールを以下に示す。

1-1 事業の目的
コロナ禍を経て世界的に持続可能な観光(サステナブルツーリズム)に対する配慮や意識が高まっている中、サステナビリティに関心の高い旅行者

は、地域の本質に触れる深い体験価値や、観光を通じた地域への貢献を重視する傾向も強いとされている。他方でこうしたニーズを満たすだけで
なく、我が国の豊富な地域資源を未来に継承していくためには、旅行者が自然・文化・歴史・産業等地域の本質を味わいながら、地域への貢献
を実感できるコンテンツを造成するとともに、旅行者の観光行動による恩恵を地域の経済・社会・環境へ還元する好循環を加速していくことが重要
である。
三重県志摩市は、伊勢志摩国立公園の豊かな自然を活用した海女漁や真珠養殖等を始めとする地域で受け継がれてきた歴史や文化をテー

マにした体験や、水産資源の厳格な管理ルールにより守られてきた高付加価値な食材が宿泊・観光事業者により旅行者に提供される仕組み等、
サステナブルツーリズムに資する資源や可能性を多く有している。また、オープンエアなアクティビティとしてサーフィンやシーカヤックが旅行者や修学旅
行生から注目されるなど、コロナ禍によって生じた新たなニーズにも対応した持続可能な観光地経営に取り組んでいる。
一方、気候変動等から生じる海の環境の著しい変化による漁獲量の激減や、高齢化による地域産業の担い手不足などの課題も年々深刻化

しており、これらの課題提起や解決に取り組むため、志摩市はSDGs未来都市(平成30年登録)、ゼロカーボンパーク(令和３年選定)として、環
境保全や持続可能な観光地経営を目標に掲げ、環境負荷の少ない観光振興やCO2排出量の削減に力を入れている。
本業務では、環境保全や地域の持続性に資する旅行者自身の行動変容が地域に還元され、

かつ旅行者自身が地域への貢献を実感できるような好循環の仕組みを実装したコンテンツ造成
や、その魅力を旅行者に正しく伝えるための人材育成等、地域の価値継承に寄与する持続可
能な観光の受入体制強化を図ることで、観光業と地域が一体となった持続可能な観光地経営
の実現と選ばれる観光地としての価値を創出することを目的とする。

1.事業の概要

1-2 事業の内容
① 専門家及び外国人アドバイザー等による現地調査の実施
持続可能な観光に知見を有する専門家及び外国人アドバイザー等（以下「外国人アドバ

イザー等」という。）を招請し、既存の体験型コンテンツや、地域資源 についてモニタリングを実
施し、サステナブルな観光コンテンツとするための課題や改善点等を洗い出し、コンテンツ造成の
基盤とした。

② コンテンツの企画・開発
①の調査結果を踏まえ、三重県志摩市において地域の自然環境、文化・歴史、伝統産業

等の地域資源を活用したサステナブルな体験型観光コンテンツを3本以上造成した。造成した
コンテンツ は、いずれもコンテンツの内容や料金の一部に、旅行者が地域への貢献を実感でき
るような仕組みを実装するものとした。また、必要に応じ、コンテンツの体験価値を向上するため
の補助ツール （コンテンツ造成情報シート）を日本語及び英語で作成した。

③ 課題抽出のための外国人アドバイザー等によるモニタリング
②で企画・開発したコンテンツについて、外国人アドバイザー等によるモニタリングを実施し、

コンテンツが訪日外国人旅行者にとって魅力的なものとなっているかの確認及び運営方法・
体制等の課題の抽出・分析を実施した。この結果を基に更なるコンテンツの磨き上げを実施した。

④ 旅行商品造成及び販路形成のための旅行会社等の招請
旅行会社等を招請して、②で企画・開発し、③で磨き上げたコンテンツが訪日外国人旅行者にとって魅力的なものとなっているかの確認及び旅

行商品として販売する際の課題の抽出を実施した。また、招請する旅行会社等において、本業務で造成したコンテンツを次年度以降に販売でき
るよう調整を行った。

⑤ 販売体制の構築
②で企画・開発し、③で磨き上げたコンテンツについて、④の分析結果を踏まえ、欧米豪及び東アジア・東南アジア市場を含む訪日インバウンド

市場及び国内市場へ訴求する販売方法を検討し、販売に向けて受入関係者と調整を行う等、令和６年度内に販売を開始することを前提とし
た販売体制の構築を行った。

⑥ 多言語ホームページでの情報発信
志摩市観光協会ホームページ内に掲載するための、志摩市のサステナブルツーリズムのコンセプトや造成したコンテンツを紹介した多言語ページを

作成した。また、市内宿泊施設や観光施設で上記のページを紹介する配布用カードの作成を行った。

⑦ 検討会の開催
中部運輸局、三重県、志摩市、専門家及び外国人アドバイザー等、（公社）三重県観光連盟、（公社）伊勢志摩観光コンベンション機

構、（一社）志摩市観光協会、観光関連事業者等を構成員とした検討会を開催した。

⑧ サステナブルツーリズム推進のための勉強会の開催
企画・開発の一環として、観光事業者や宿泊事業者等を対象とした勉強会を開催し、サステナブルな観光コンテンツに対する理解を深め、志

摩市におけるサステナブルな観光コンテンツ造成及びサステナブルツーリズム推進に向けた機運醸成につなげた。

⑨ 分析・考察
本業務を通じた分析・考察を行い、三重県志摩市における持続可能な観光の推進、旅行者の更なる滞在及び消費拡大に向けた方策につい

てとりまとめた。
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図3 体制図
図１ 事業フロー図

1-4 事業実施体制
本事業の実施体制を以下に示す。

図２ 事業実施スケジュール
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3-2 地域資源調査
三重県志摩市において地域の自然環境、文化・歴史、伝統産業等の地域資源を活用したサ ステナブルな体験

型観光コンテンツを造成するため、地域資源の洗い出しを行った。

2-1 概要
＜目的＞

サステナブルツーリズムに知見を有する専門家・外国人アドバイザーを招請し、既存の体験型コンテンツや地域資源
について現地調査を行うことで、実際にコンテンツを造成する際の課題点や改善点などをまとめる。

＜日時・参加者＞
・日時：令和5年8月4日(金)～6日(日) ・日時：令和5年8月21日(月)～23日(水)
・外国人アドバイザー マサボ イザベル ・帝京平成大学 観光経営学科 専任講師 全 相鎭

2. 専門家及び外国人アドバイザー等による現地調査の実施

2

2-2 アンケート調査結果
調査実施後、コンテンツ毎に専門家等が評価し、造成すべきコンテンツの参考となるよう評価と課題の抽出・分析等を

行った。
表１ 情報収集及びヒアリング結果（一例）

3-1 調査概要
コンテンツ候補に対して、

次のような具体的なフロー
や基準に基づいて調査・
とりまとめを行った。
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３. コンテンツの企画・開発

図４ 具体的なフロー

図５ コンテンツ選定基準

志摩市 39

真珠、伊勢えび、鳥羽・志摩のかき、あわび、伊勢茶、ひじき、あのりふぐ、

あおさ（ひとえぐさ）、わかめ、あらめ、なまこ、桧扇貝（ひおうぎがい）、海

ぶどう、さば、アカモク、さざえ、ひろめ、パールポーク、岩がき、加茂牛、三重

オクラ、特別栽培米コシヒカリ「珠光」、サメ

23
伊勢の根付、干しいも（きんこ）、伊勢志摩の干物、伊勢志摩の郷土寿

司、貝細工、塩辛、船越みそ
7

鳥羽志摩の海女、安乗埼灯台、大王埼灯台、御座白浜、リアス式海岸

の英虞湾、海女小屋、伊雑宮御田植祭、安乗の人形芝居、再生干潟
9

地域 農林水産物
鉱工業品及び

鉱工業品の生産に係る技術

文化財、自然の風景地、

温泉その他の地域の観光資源

表２ 三重県志摩市における地域資源指定一覧

3-3 コンテンツ候補リスト及び評価
コンテンツ候補となった地域資源のリスト及び専門家及び外国人アドバイザーによる評価は、以下の通り。

表３ コンテンツ候補と評価（一例）



3-4 コンテンツ造成情報シート
コンテンツ候補リスト及び評価の結果より、造成するコンテンツ案を検討し、外国人アドバイザー等によるモニタリングや旅行

会社等の招請を経てコンテンツを造成した。
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コンテンツタイトル　（商品名）

*英文タイトル　（Title）

事業者名 (一社)志摩市観光協会 (Shima City Tourism Association) 担当者名 山本（Mr.Yamamoto）

連絡先 TEL 0280-98-3465 E-Mail sh-yamamoto@kanko-shima.com

HP　address http://www.kanko-shima.com/

実施場所住所 三重県志摩市 (Shima City, Mie Pref)

集合場所 志摩市観光協会 解散場所 近鉄鵜方駅 集合時間 スタートの10分前

最寄り駅 近鉄鵜方駅 最寄り駅 近鉄鵜方駅 　画像の有無

①

②

③

実施可能期間　(時期)

出発（スタート）時間 9:15

時　間

9:15

9:27

9:50 小堀木工所に到着

10:15 小堀木工所の歴史と組子細工の作品の鑑賞　組子細工の体験キットで組子コースターづくり体験。

11:15 徒歩にてバス停へ

11:28 浜島中学校前発　ガイドと共に公共バスにて移動（約18分）

11:50

ガイドの有無

対応レベル

外国語パンフレット

乗り物

入場箇所

食事

持ち物

（お客様にご準備いただくもの）

体験の所要時間 一回当たりの受入れ可能人数

大人　(2名参加の一人あたり) 30,500円 大人　(2名参加の一人あたり) 　　　　　　　ー　　　　円

大人　(4名参加の一人あたり) 17,000円 大人　(4名参加の一人あたり) 　　　　　　　ー　　　　円

最少催行人員

販売手数料 主たる販路・販売方法

決済方法

予約連絡先　と　予約手段

お客様情報の事前提供

キャンセルポリシー

予約の締め切り

セールス用画像素材の提供

当日の緊急連絡先 TEL メール予約確認時にお知らせします。 ー

体験される方の参加料金

（販売価格/公示価格）

見学のみの方の料金

（販売価格/公示価格）＊設定があれば

注意事項

平日・休日同一時刻　2024年1月現在

10%

予約サイト（作成中）

　例）保険加入に必要な情報など　・住所　・年齢　・身長　・体重　下段の注意事項に記載

　　　　サービス提供日より起算し　　  　30　日前まで　　以降リクエストベース

言語対応

　　　　 ２  名 セールスコンディション

参加料金に含まれるもの

含まれないもの

なし

左記以外のもの 　ー小堀木工所

特にありません。

おおよそ　分  /      2.5 時間 ６ 名

内　容

鵜方駅　志摩市観光協会前集合

ガイドと共に公共バスにて移動（約15分）

鵜方駅にて解散

小堀木工所は、建具製造で培った技術を生かし、１点１点丁寧に手作りで製造される美しくて丈夫な木製の日用品を製造。特色である組子細工の技術では

接着剤や着色をしておらず、仕上げには米ぬか油を使用するなど自然由来の長所を引き出す。小堀ファミリーの温かいおもてなしの中で、組子細工の体験を行った後、

内閣総理大臣賞を受賞した職人小堀さんの精巧な作品を鑑賞。あらためて手仕事の素晴らしさを知ることができる。

*記載内容について　:　2024年1月現在の情報を基準に作成しています。記載内容は予告なしに変更となる場合があります。

小堀木工所にて伝統工芸の技術継承の現状について学ぶ（組子づくり体験）

Learning about the Traditional Japanese Craftsmanship at Kobori Woodworking Studio (Kumiko Woodworking Experience)

集合場所　解散場所

ツアー紹介文

コンテンツのセールスポイント

1.　このアクティビティのコンテンツタイトルに続く、サブタイトルを教えてください。

「伝統的な組子細工の技術の体験」

2.　このコンテンツにおいて他の商品にはないポイントを2～３つ挙げてください。

組子細工の伝統技術の美しさと天然の素材を生かした持続可能性に触れることができます。

その美しさは職人の手によって生み出され、訪れる方々はその丁寧な仕事と繊細なデザインに感動

小堀さんの精巧な作品を鑑賞することで、手仕事の素晴らしさを再認識

通年ベース

基本的なスケジュール（例）

ガイド付き ガイドなし 英語対応 その他の言語（ ）

日常会話レベル 上級レベル簡易レベル

不要必要

2営業日前 2週間前1週間前5日営業日前

なしあり

英語 フランス語 スペイン語 ドイツ語 その他の言語（ ）

クレジットカード 現金のみ

インターネット直販 コンテンツ提供による代売

昼食 夕食 なし

フリーセールス リクエストセールス

あり なし

QRコード電子マネー

E MAIL FAXFAX TEL

3営業日前 10営業日前前日

請求書払い

あり なしあり なしあり なし

ガイド付き ガイドなし 英語対応 その他の言語（ ）

日常会話レベル 上級レベル簡易レベル

不要必要

2営業日前 2週間前1週間前5日営業日前

なしあり

英語 フランス語 スペイン語 ドイツ語 その他の言語（ ）

クレジットカード 現金のみ

インターネット直販 コンテンツ提供による代売

昼食 夕食 なし

フリーセールス リクエストセールス

あり なし

QRコード電子マネー

E MAIL FAXFAX TEL

3営業日前 10営業日前前日

請求書払い

あり なしあり なしあり なし

*English title

Business name (一社)志摩市観光協会 (Shima City Tourism Association) 担当者名 山本（Mr.Yamamoto）

contact address TEL 0280-98-3465 E-Mail sh-yamamoto@kanko-shima.com

HP address http://www.kanko-shima.com/

Implementation location address or area name 三重県志摩市 (Shima City, Mie Pref)

Meeting place name Shima Tourist Info Terminate place name Ugata station Meeting time  10minites before

Nearest station Ugata station Nearest station Ugata station Providing image for sales

① You can experience the beauty of traditional lattice work craftsmanship and explore sustainability through the use of natural materials.

② The work is crafted by skilled artisans, leaving visitors in awe of their meticulous craftsmanship and intricate designs.

③

Implementation period (timing)

Departure (start) time 9:15

Time

9:15

9:27

9:50 Arrive at Kohori Woodworks.

10:15 Learn about the history of Kohori Woodworks and admire the KUMIKO workpieces. 

Experience making KUMIKO coasters with a work kit.

11:15 Walk to the bus stop.

11:28 Depart from Hamajima Junior High School and travel by public bus with the guide (approximately 18 minutes).

11:50 Terminate at Ugata Station.

*There is no discount if you don’t need English guiding assistance.

With guide ?

Supported level

Foreign language pamphlet

Transportation to be used

Entrance spot

Meals

Things to bring

Duration Maximum pax

in case of 2pax/per pax 30,500 Yen in case of 2pax/per pax -

in case of 4pax/per pax 17,000 Yen in case of 4pax/per pax -

Minimum pax

Sales commission Sales channel & method

Credit card payment

Contact & Reservation

Advance provision of customer information

Cancellation policy

Reservation deadline

Image materials for sales

Emergency contact on the day TEL E-mail

*Note : The information is based on the information as of January 2024. The information is subject to change without notice.

Sales points

1. The subtitle following the content title of this activity.					

Experience traditional lattice work craftsmanship techniques.

2. Three points that other products do not have in this content.

Learning about the Traditional Japanese Craftsmanship at Kobori Woodworking Studio (Kumiko Woodworking Experience)

Meeting & Terminate place

Tour introduction sentence

Kohori Woodworks utilizes expertise from architectural fixture manufacturing to create meticulously handmade, beautiful, and durable wooden daily

necessities. Their distinctive lattice work technique involves no adhesives or coloring agents, highlighting the natural advantages such as using rice bran oil

for finishing. Guests experience the warmth of the Kohori family's hospitality, engaging in lattice work experiences, then admire the intricate works of Mr.

Kohori, recipient of the Prime Minister's Prize, offering a renewed appreciation for craftsmanship.

By admiring the intricate works of Mr. Kohori, visitors can rediscover the beauty of handmade craftsmanship.

Whole year bases

Details

Available language

Basic schedule (example)

Meet at Ugata Station, in front of Shima City Tourist info.

Travel by public bus with the guide (approximately 15 minutes).

　　　2　   pax Sales condition

What is included in the

participation fee

What is not included

None

others

None

Expenses mentioned in the itinerary

None

About 2hours 30minits 6 person

Participation fee

(Sales price/public price)

"Prices for visitors only

(Selling price/published price)* if available"

Notes

10%

Reservation WEB site (under construction)

(e.g.) Information required for insurance enrollment, address, age, height, etc.

　　　　Up to the date of service 　  　30　days prior    ( since then request-based)

＊Can be downloaded from WEB SITE

to be advice after the confirmation ー

Yes NO

WITH WITHOUT ENGLISH OK Other language （ ）

Intermediate AdvancedPre-Intermediate

English French Spanish German Other language（ ）

Lunch Dinner None

No needNeed

2 weeks1 week5 days

NoneYes

VISA Cash

Internet direct Agency sales

Free sales Request sales

MASTER JCB Others（ ）

Web site TEL

10 days

Online paymet Bank transfer

E-mail TEL

VISA MASTER JCB

TEL

表４ コンテンツ造成情報シート 【英語】【日本語】

4．課題抽出のための外国人アドバイザー等によるモニタリング

4-1 実施概要
① 目的

持続可能な観光に知見を有する国内在住の外国人アドバイザーを招請し、志摩市内のサステナブルな観光に資す
る観光資源や、コンテンツ素材を体験してもらい、磨き上げの対象となるコンテンツ候補を調査する。その後、コンテンツ
選定基準に沿った評価を点数化し、順位付けを行い、その上位となったコンテンツを今後の磨き上げの対象とする。

② 日時・参加者
・日 時 ：令和5年10月20日(金)～22日(日)

表５ 参加者概要

4-2 モニタリング調査結果
モニタリングにより、以下のとおり各コンテンツの課題や改善点を整理した。

図６ モニタリング参加者アンケートの分析（一例）



５. 旅行商品造成及び販路形成のための旅行会社等の招請

4

5-1 実施概要
① 目的

旅行会社スタッフを招請し、造成されたコンテンツを実際に体験してもらい、旅行商品の造成に向けたPRを行う。
また、自社商品に採用いただくにあたって必要なポイントや、評価・改善すべき点をアンケート調査により抽出し、
更なる磨き上げを実施、旅行商品としてのコンテンツの完成度をより高める。

② 日時・参加者
・日 時 ：令和5年12月8日(金)～10日(日)
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図７ モニタリング参加者アンケートの分析（一例）

5-２ アンケート調査結果
ツアーに参加した方々の各コンテンツに対する意見を集約・整理した。

表６ 参加者概要

6．販売体制の構築

● 次年度以降の販売体制
企画・開発し、磨き上げたコンテンツについて、旅行商品造成のための旅行会社等の招請の分析結果を踏ま

え、欧米豪市場及び国内市場に向けた販売に向け、販売の主体となる（一社）志摩市観光協会、コンテン
ツの受入の各事業者と販売に向けた調整を行った。また、令和６年度以降、販売を開始することを前提とした
販売体制の構築を行った。 図８ 販売体制の概念図

7．多言語ホームページでの情報発信

7-1 多言語ホームページの作成
志摩市観光協会ホームページ内に掲載するための、志摩市のサステナブルツーリズムのコンセプトや造成した

コンテンツを紹介した多言語ページを作成した。また、市内宿泊施設や観光施設で上記のページを紹介する
配布用カードの作成を行った。

図９ 多言語ホームページ（一例）



7-2 配布用スタンドとカードスタンドの作成
多言語ホームページの告知のため、市内宿泊施設や観光施設でウェブページを紹介する配布用カードを作成すると

ともに、合わせてカードスタンドを作成した。

5
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図10 配布用カード 写真1 カードスタンド

QR
コード

8．検討会の開催

サステナブルな観光コンテンツ等造成検討会日程

時間 場所
参加
人数

テーマ

第1回 令和5年9月14日(木)
13:30～15:00

阿児アリー
ナ第３会
議室

15人
・事業概要及びスケジュールについて
・地域資源及びコンテンツの調査・分析結果について
・その他

第2回
令和5年11月15日(水)
13:00～15:00

クインテッサ
伊勢志摩
2階 ハーモ
ニー

14人

・モニターツアー実施報告
・旅行会社招請ツアー実施案について
・サステナブルツーリズム推進のための勉強会について
・その他

第3回
令和6年2月16日(金)
13:30-15:30

阿児アリー
ナ第１会
議室

14人

・各業務の実施報告（サステナブル勉強会、旅行会
社招請ツアー）

・造成されたコンテンツについて
・今後の販売体制と課題について
・その他

8-1 概要
中部運輸局、三重県、志摩市、専門家及び外国人アドバイザー等、（公社）三重県観光連盟、（公

社）伊勢志摩観光コンベンション機構、（一社）志摩市観光協会、観光関連事業者等を構成員とした検討
会を開催した。 表７ 検討会実施概要

9．サステナブルツーリズム推進のための勉強会の開催

① 目的
観光事業者や、宿泊事業者を対象とした勉強会を開催し、サステナブルな観光コンテンツに対する理

解を深めつつ、志摩市におけるサステナブルツーリズム推進に向けた機運醸成を目的として実施した。
② 開催概要
・日 時：第一部 令和5年12月15日(金)10:00-12:00／第二部 同日14:00–15:30
・会 場：クインテッサ 伊勢志摩（ 志摩市 阿児町鵜方1210-1)２Fハーモニー
・講 師：大雪山自然学校・代表理事 荒井一洋 氏
（GSTC公認トレーナー・Asian Ecotourism Network 理事・日本エコツーリズムセンター理事）

③ 講義内容
第一部 入門編（座学を中心とした講義形式）

テーマ：「サステナブルツーリズムとは～現在と未来～」
第二部 応用編（グループワーク形式）

課題 ：「旅行をデザインする 受入れ側の役割を考える」

写真３ 勉強会の様子

写真２ 検討会の様子



コンテンツ

プログラム名（案）

■障害者のためのバリアフリーの改善を求める声もあり、山を移動するためのバ

スや代替交通手段を希望する。また、展望台までの経路は、お客様によって

は歩行困難な方も少なくなく、今後のインフラ改善（特に交通弱者への対

応）に期待。特に石段の作りが登る方にとって不親切である。

■鵜方駅ー横山展望台間をタクシーで送迎するツアーにすることで、交通手

段を確保した。

■インフラ改善（石段の整備など）は行政が主導しているため、積極的な働

きかけを行うとともに、ガイドの対応マニュアルの整備など人的なサポート体制を

強化する。

■展望台までの道は階段が多く、自然に興味のある海外からの観光客は40

歳以上の方が多く、状況を見ると高齢者には厳しい。

■歩行ルートの整備については志摩市と協議し、志摩市にて検討中。 ■行政を主体として、高齢者や障碍者向けの遊歩道の整備が求められる。

■ビジターセンターで志摩市のサステナブルについてもっと情報が欲しい。 ■ビジターセンターの展示について、海女さんや真珠養殖等の紹介や後継者

問題等、サステナブルなコンテンツを取り入れるよう働きかけを行った。

■大工の職人技は称賛に値する熟練の技であるにもかかわらず、ホストがご

自身の子どもたちと一緒にこの事業を続けるつもりはないと聞いてがっかり。

■サステナブルを意識した内容や後継者問題についてありのままの状態を説

明するなど、説明方法についての助言を行った。また、後継者募集などのPR

を積極的に行うよう働きかけた。

■今後も解説のブラッシュアップを行う。

■大工の技術をビデオやドキュメンタリーで紹介してほしい。活動の構成に関

する指摘では、まず準備過程の徹底的な説明と実演を行い、その後に体験

活動を行うとよい。また、職人技をより深く理解するために、展示作品を見学

する。

■案内の流れの指摘について、作業の手順を整理した。 ■説明の多言語化も含めて、話だけでなく組子づくりの紹介の簡単な動画

（多言語対応）の作成を検討する。

■機械等に触らないよう注意看板を設置したり、エリアを区切ったゲストの導

線を工夫するなど、安全に関する設備面での対応を検討する。

■体験の際、前かがみの姿勢がとても辛かった。特に背の高い人用に椅子を

用意した方がよい。さらに、職人の作品を購入できる指定販売所の設置があ

るとよい。

■体験のテーブルと椅子の高さを工夫した。 ■販売所の設置については今後対応する予定である。（但し、大きい作品

を購入された場合はお客様の国までの配送手配も同時に整える事が必

須）。

■体験内容を通常のものとチャレンジもの、やさしいものなどもっと細かい組み

合わせの準備をしておけばよい。

■体験内容を見直し、レベルの違う体験コンテンツを作り、体験者の希望に

応じたプログラムを検討した。

■今後は高コストの少し本格的なプログラムも用意するとよい。

■街の賑わい創出をもう少し絡めてツアー日程に組み込む方がよい。 ■地域課題を解決するための地元のまちづくり団体の活動を知ってもらい、ゲ

ストとホストがコミュニケーションを深めるプログラムを創出した。

■まち歩きとサステナブルについて、さらに考察を加えて議論を活性化するとよ

い。また、かつおの天白さんとのコラボなど、地域の食文化も関連づけるとよい。

■天候に左右されるため、雨天時のプログラムも検討するとよい。 ■まち歩きできない天候となった場合、じゃまてらすの拠点での説明とコミュニ

ケーションを増やし、土産物の購入などの機会も増やすこととした。

■灯台下のウッドデッキスペースでのプライベート贅沢なグランピングは今後の期

待大。もう少し大きなスペースがあると様々な用途に利用ができ汎用性が高ま

る。

■地域の他の施設や団体等とさらなる連携が必要。 ■今回の旅行会社招請ツアーではタイミングが合わなかったが、地元の燻製

小屋（かつおの天白）とのコラボなど、地域の食文化と関連づけた取り組みも

増やす。

■周辺地区の宿泊施設と連携し、宿泊込みのルートをPRするとよい。情報

発信が重要で積極的なアピールが必要。

■マネタイズの仕組みづくりができていない。どこでお金を落としてもらうのか検

討すべき。

■まちづくり団体とルートの検討を行うとともに、まち歩きガイドとディスカッション

について有料化を促した。

■アマネム滞在のお客様に(Transfer, guide, sunset private

dinner(ウッドデッキスペースでのBBQなど) をパッケージにして頂けたら販売し

やすい。

■最初に間崎島の話を聞いて期待したが、その後はただの散歩だったのでがっ

かりした。外国人の観光客にとっては地域の魅力を感じられなかったと思う。

■よりサステナブルな要素を組み込むべく、まち歩きだけではなく、養殖場の見

学や真珠採取体験を組み込み、間崎島の島歩きだけではない魅力付けを

行った。

■間崎島を活用したイベントや旅行企画などを募集するとよい。

■牡蠣と牡蠣の養殖については、ツアーの最初にもっと持続可能性に関する

情報を提供してほしい。

■牡蠣のライフサイクルなどについて詳細を表示したパネルを用意してもらい、

詳しい説明を行った。

■真珠養殖小屋や、あおさ養殖へのツアーの船は、インバウンドのお客様に

は、もう少し風が凌げるボートの方がよい。

■島散策と真珠養殖のアクティビティについては、もう少し体験要素があるとよ

い。例えば、貝殻の洗浄を手伝うなどツアーに体験的な要素を加えてもよい。

■真珠養殖の体験に真珠の取り出しと、実際に味見をする体験を加えた。 ■間崎島の散策のガイド内容はさらにブラッシュアップする必要がある。さらにサ

ステナブルな内容を加えたガイディングをする必要がある。間崎島は観光可能

性が高いので、その魅力を世界に発信していきたい。

今後の課題と改善提案

１．横山ビジターセンター（志摩、伊勢志摩国立

　　　公園の概要を広く学ぶ）

４．真珠養殖の中心地として栄えた英虞湾に

　　　浮かぶ間崎島　その歴史やその現状を学ぶ

磨き上げのための個別課題 改善施策

２．小堀木工所にて伝統工芸の技術継承の

　　　現状について学ぶ（組子づくり体験）

３．まちづくり団体「じゃまテラス」による大王埼・

　　　波切まちあるきツアー
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10．分析・考察

10-1 概要

本事業では、持続可能な観光に関心を持つ訪日外国人旅行者及び国内在住者をターゲットに、外国人モ
ニターツアーや旅行会社招請ツアー、検討会等を実施することにより、マーケットニーズの把握、分析、検討によ
る改善を図った。また、地域の観光協会、観光事業者、観光関連団体、行政等と連携しながら地域の関係
者の理解と協力を得て事業を実施し、志摩市が保全する地域資源を活用したサステナブルな観光を体験でき
るコンテンツを7本、モデルツアーを1本造成した。

本項では、業務を通じた分析・考察を行い、三重県志摩市における持続可能な観光の推進、旅行者の更
なる滞在及び消費拡大に向けた方策についてとりまとめた。

10-2 造成したコンテンツのサステナブルなポイント

本事業では、観光利用と地域資源の保全を両立させ、旅行者の観光行動による恩恵を地域の経済・社会・
環境へ還元する高付加価値な体験等のコンテンツを造成し、持続可能性の向上に資する好循環の仕組みづ
くりの検討を行った。

10-3 事業考察

① コンテンツ磨き上げの経緯（共通）
コンテンツのさらなる磨き上げのためのポイントについて課題別にまとめ、地域の事業者と共に行った取り組み

について、下記の図により示している

表８ コンテンツ磨き上げの経緯（共通）

表８ コンテンツ磨き上げの経緯（コンテンツごと）

コンテンツ

プログラム名（案）

■人形劇についてはノンバーバルコミュニケーションとストーリーのわかりや

すさから、翻訳を続けなくても理解しやすいよう事前に簡単なあらすじや

概要をしてもらいたい。

■人形劇が始まる前にガイドにあらすじを英語で説明してもらい、人形

劇の内容をイメージしてもらうようにした。

■口頭での説明だけでなく、日本語と英語でのあらすじの説明書を用意

する必要がある。

■ツアー内容と持続可能性との関連性をより明確に理解したいので、

もっと詳しく説明が欲しい。例えば志摩の人口減少が志摩そのものとそこ

に住む人々に与える影響について、より詳しい洞察と未来への展望につ

いて知りたい。

■人形劇の歴史と風土風習や保存会が抱えている問題点についての

説明も加えてもらうようお願いした。

■志摩市の貴重な文化的遺産だと認識していただくために、行政や住

民によるサポートも必要。次世代への継続性が大きな課題。

■双方向性を持たせるために、人形遣いとの交流の中でクイズなどのア

クティビティを取り入れるとよい。建物の歴史的背景、人形の複雑さ、パ

フォーマンスで使用される背景に関する洞察などについて興味があった。

■劇終了後にゲストとホストの触れ合いやコミュニケーションを加えた。実

際に人形を操作してもらうなど、体感型のコンテンツとした。

■音響施設の改善や、保存会の取り組み状況や、演目のあらすじを紹

介する動画の整備など、観光客受け入れ環境整備の支援が必要。

■マネタイズの仕組みづくりが必要。 ■持続可能なコンテンツとするための仕組みづくりの第一歩として、保存

会と相談しながら受け入れを前提とした価格設定や、条件設定を行っ

た。

■持続させるためにまずは日本人・インバウンドどちらをターゲットにしても

誘致は必須なのでハイシーズンだけでも、月2回程度の定期開催を試験

的に始めるのもよいのではないか(もちろん有料で)。また、手配が困難な

ため、特別な機会または超VIP のお客様など、高付加価値または富裕

層などを対象としたコンテンツとして売り出すのが良いのではないか。

■安乗神社の独自性を発見するとよい。参加者の中には、神社参拝に

は共通点がある場合もあるので、その神社の特徴について学ぶことを提

案。

■神社の歴史やハートの願掛けなどについて、ガイドに工夫を凝らして

地域のイメージを演出した。

■安乗地区全体のイメージをもって人形劇や神社、灯台などの各コンテ

ンツが連携した相乗効果を図る。

■ビーチはすでにかなりきれいだと感じたので、もっと目に見えて汚染され

ている場所でのビーチクリーンを検討することを勧める。このアプローチは、

“グリーンウォッシュ ”の印象を与えないだろうか。

■あずり浜は常時清掃しているのでビーチクリーンの必要がない浜だっ

た。そのため、別のビーチを選定することとした。

■ビーチクリーンアップする前に地域の汚染状況や環境保護についての

話しを地域の方々より頂けたらもっと体験の目標が明らかになる。ただの

清掃活動ではないサステナブルなコンテンツになる。

■実際に漂流物が常に漂着しているうらの浜を選定し、ビーチクリーンを

実施する際の火ばさみやゴミ袋、軍手などは地域の町内会に協力を仰

いだ。

■ダイレクトにサステナブルにつながる活動ではあるが、観光コンテンツとし

ての更なる魅力付け（ゲーム性やイベント性などの要素を加味）が必

要。

■日程の中でビーチクリーンを組み込むため、行程上可能なビーチを選

定するため、常時漂流物のあるビーチを見つける必要がある。

■安乗地区の周辺で灯台や神社の散策とともに訪れることができるうら

の浜がビーチクリーンに適当で選定できた。また地元の協力も得ることが

できた。

■通常のコンテンツとして提供できるかどうか、地元と詳細について詰めて

いく必要がある。

■この活動と持続可能性により強い結びについて説明が欲しい。例えば

地域社会との交流を強調し、地域社会がこの産業からどのような恩恵を

受けているかを強調することや、このような取り組みが日本独自のもので

あることを紹介するのはどうだろうか。

■藍染めの歴史や日本における現況、志摩で藍染めをするストーリーを

作って発信するため、幅広い視点からガイド内容を検討した。

■藍の収穫や加工において、障碍者施設等と連携しているなど、地域

貢献している現状も踏まえ、さらなるガイド内容の検討を行う。

■今後もできるところから改善を行う予定。GSTCの講習を受けていただ

き、対応できる点を整理している。

■天然染料に使用される現場の植物について学んだが、アクティビティ

中に別の植物や方法が使用されると、矛盾が生じる。利用される植物に

ついてもっと包括的に説明が欲しい。

■植物については概要のみ説明し、混乱が生じないように体験に関わる

内容だけわかりやすく説明するようにした。

■さらに藍に関する蘊蓄を広げて、知識量を増やしていかなる質問にも

答えられる準備をしておく必要がある。

■ご夫婦のみでのオペレーションでは何かあった時の対応が心配。 ■ご夫婦のみでのオペレーションでは何かあった時の対応が心配なので、

手伝いを含めた人員について見直しを行った。

■マネタイズのための設備面で整備できる点について見直しを行った。

■二次交通がない。駐車場は足りているか。通訳、商標登録、価格設

定なども課題がありそう。

■二次交通の問題はすぐに対応することが困難。駐車場については敷

地が狭いこともあるが、受け入れ人数も少ないため、現在のところ問題は

ない。

■二次交通の面は事業者では対応できないため、行政も含めた検討が

必要。商標登録については商工会議所等のアドバイスも有効か。

■ガイドや通訳が同席していないゲストの場合、全過程を図解したビ

ジュアルガイドが役立つ。

■ビジュアルガイドについて、パネルを作成していただいた。手順等が分か

りやすくなり、今何をしているのかはっきりした。

■動画の見直しやパネルのリニューアルなど、分かりやすさを求めて常に更

新し続けていただいている。最初のDVD.手順を記したパネルはインバウ

ンド向けには英語だけでなく多言語対応での準備があるとよい。

■販売面について積極的にゲストにアプローチした方が良い ■様々な完成品について展示販売しているだけでなく、値札を付けて販

売を促すよう対応していただいた。

■体験と同時に商品の購買意欲を掻き立てるため、更なる工夫をして

いく。

７．志摩で育まれた「たで藍」で藍染体験

　　　志摩ブルーを作ろう！＠Rays Farm

磨き上げのための個別課題 改善施策 今後の課題と改善提案

５．安乗人形浄瑠璃　特別貸切体験プログラム

　　（安乗人形芝居保存会によるワークショップ）

６．的矢湾に面した“うらの浜”のビーチクリーニング

　　　体験

② コンテンツの課題抽出と改善方策の考察

次に造成した7本のコンテンツ毎に「磨き上げのための個別課題」「改善施策」「今後の課題と改善提案」の３つ
の項目により考察した。



③ 次年度以降の販売に向けた今後の課題と解決策（提案）

本事業を通じて、次年度以降のコンテンツの販売に向けたいくつかの課題を見つけることができた。
以下、課題ごとの解決策（提案）について考察した。

＜課題１＞好循環の仕組みづくりの拡大

・志摩地域のサステナブルについて、本事業では観光収入を利用して自然環境保全のほか歴史・文化の持
続性、継続性と経済性を高め、好循環させるコンテンツを開発した。しかし、志摩市全体で考えると、サステナ
ブルの意識が十分とは言えず、その意識向上及び理解を深めるための研修や講習が求められる。その上で、
循環型の仕組みを実装するためには事業者の協力が不可欠である。

＜解決策（提案）＞

・志摩市内事業者に対する継続的な事業者へのサステナブル意識の向上のための研修・講習会を実施し、サステ
ナブルな取り組みへの理解・協力を得られるようにする。例えば、志摩市が主導して研修・講習会を開催し、サステ
ナブルとは何か、その取り組み意義や目標を決め、活動手法や手順等、具体的なやり方について学ぶ。開催頻度
は年に３～４回程度、2か年程度のプログラムを想定する。そのための資金としては、行政予算のみならず、国の
助成制度を活用したり、GSTC（グローバル・サステナブル・ツーリズム協議会）の研修プログラム等も活用する。
・コンテンツの売り上げの一部を志摩市の環境保護・保全活動に充てるといった好循環の仕組みづくりの方法につい
ても検討する。例えば、販売価格に500円/人を上乗せし、販売主体である（一社）志摩市観光協会が責任を
もって納付し、コンテンツ参加者には、募集パンフレットへの明記と、当日のブリーフィング時にも一部寄付の旨をお伝
えするなどである。寄付先には、NPOなど寄付の対象となる志摩市の環境保護や保全を行う団体が望ましいが、適
当な団体が無いため、一例として日本財団「海と日本PROJECT」を候補とする。
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＜課題２＞ガイドやコーディネーター等の人材発掘、育成

・造成されたコンテンツの魅力やサステナブルについて旅行者の理解を増進させ、そのポテンシャルを引き出すた
めには、ガイドの知識や能力を向上させる必要がある。事業者によるガイダンスには限界もあり、サステナブルを
専門としたガイドの育成が重要である。志摩地域には、まだまだサステナブルに関するガイドができる人材が不
足しており、人材の発掘と育成が急務となっている。

＜解決策（提案）＞

・本事業で造成されたコンテンツは一朝一夕に構築できるものではないため、今後も継続的な更なる磨き上
げが必要である。そして、コンテンツの魅力を伝えるためにはガイドやコーディネーター等の存在が非常に大きい。
そこで、地元で宿泊施設や観光業に携わっている方、NPO活動を行っている方々を集め、志摩市が中心と
なってサステナブル研修・講習会を開催することで、地域に埋もれている優秀な人材の発掘を行う。さらに、そ
の研修生を育成していくカリキュラムを設計する。また、地域に見出せなくても、他地域から移住してくる人材を
獲得していくことも検討していく必要がある。

＜課題３＞コンテンツ運営・提供（販売）・管理に関わる組織づくり

・サステナブルなコンテンツを一括してPRし、旅行会社だけでなく個人からの問い合わせや予約・受付を行い、
提供（販売）と管理を行う組織と体制づくりが求められる。サステナブルな観光コンテンツを志摩地域の魅力
としてPRし、訪日外国人のみならず、国内観光客へも訴求できるコンテンツとして育てていくことも必要である。
組織づくりを行うための検討会や協議会の創設が必要となっている。

＜解決策（提案）＞

・本事業は単年度事業であったため、時間的制約もあり、コンテンツの販売・管理について担当する組織や仕
組みまで構成することが難しかった。また、既存の組織が新たにサステナブルな取組を推進することについては、
地域の了解と行政の政策判断もあり、短期間に構築することが困難であった。今後は、行政や事業者等が
地域一体となって、コンテンツの運営・提供（販売）・管理に関わる組織づくりのための検討を重ねていくこと
が重要である。そのためには、志摩市の「観光振興計画(仮)」を策定し、計画の中にサステナブル・テーマを明
確に位置付け、順次、継続的に施策を展開するとともに、この計画に基づいた組織づくりを模索・検討していく
ことが考えられる。既存の組織では作業量的に難しい場合は、新たな組織づくりも含めた検討も必要である。

④ 三重県志摩市における持続可能な観光の推進、旅行者の更なる滞在及び消費拡大に向けた方策

（方策１）観光振興計画の策定

・本事業で造成されたコンテンツは、志摩市を観光する1つのきっかけとなるものであり、志摩市の既存の観光資源と連携した総合的な
取り組みの一部を構成するものである。しかし、志摩市の観光施策をみると、第2次志摩市総合計画 後期基本計画（2021年度～
2025年度）のなかに「３.産業が元気なまちづくり」「3-4 観光産業の振興」として位置づけられているが、下位計画としての観光振興
計画は存在していない。志摩市が積極的に観光振興を目指すためには、観光ビジョンの策定と複数年に渡った計画が不可欠である。
・観光振興計画の策定を契機として、本事業で造成されたサステナブルコンテンツをはじめとした、志摩市の観光資源を洗い出し、志摩
市のこれまでの観光事業を総括することで、今後、市として実施すべき指針が定まり、複数年にわたる着実な施策の展開につなげること
ができる。事業の継続性を確保し、着実な観光施策を展開していくことで、数年後の志摩市の観光が地域に大きな経済波及効果をも
たらし、国内外の観光客の満足度を高め、さらには住民の誇り（シビックプライド）を醸成することができる。本事業を契機として、志摩
市の体系的・総合的な観光施策の展開が期待される。

（方策２）関係者・住民のサステナブル意識を醸成する

・観光分野においてもサステナブルが求められているなかで、先進的な取り組みを行っている地域は、全国的に見てもまだまだ少ない。国
内ではサステナブルに関する理解があまり広まっておらず、既存のホテル・旅館や観光施設・飲食事業者等の観光事業者等においても、
サステナブルを十分に理解したうえで事業を進めている事業者は少ない。
・サステナブルな取組を推進するためには、志摩地域全体がサステナブルの理解を深め、自分事として捉えることが重要である。そのため
には、行政が主導して継続的なサステナブルに関する研修会や講演会を実施し、事業者等の意識を高めることによって、地域全体がサ
ステナブルの意識をもって観光事業等にあたることが必要であろう。

（方策３）サステナブルコンテンツの造成支援

・本事業で造成されたコンテンツはまだまだ少ない。造成されるコンテンツ目標としては、 100を目指して取り組むことも必要であろう。そ
のためには、方策２によってサステナブル意識が醸成された事業者がサステナブルコンテンツの造成に取り組む際に、市としての様々な支
援を行うことが必要である。資金的な支援はもとより、サステナブルに詳しい専門家を認定して、サステナブルツーリズムアドバイザー
（STA）として派遣し、コンテンツ造成にあたってアドバイスや支援を行うことも考えられる。

（方策４）サステナブルポイント（基金）の創設

・本事業では、日本財団の環境保全活動への寄付を提案として挙げているが、将来的には志摩市独自のサステナブル基金を創設する
ことも考えられる。サステナブルツーリズムの実施によって、観光客から預かった資金をサステナブルポイント（基金）として貯めて、志摩市
のサステナブル観光の施策に活用していく。これにより、循環型のサステナブルな環境保全や持続可能な観光地域の整備に回すことがで
きる。

（方策５）運営体制の整備（組織づくり）

・今回の事業で造成されたサステナブルコンテンツを管理・運営し、仕組みとして回していくためには、運営体制の整備（組織づくり）が
不可欠である。既存のDMOである観光協会等の組織の活用もあるが、地域の観光資源の活用による地方創生を目的とした各機関と
連携し、DMC（Destination Management Company）といった、経営・資源開発を行う地域特化型の組織の創設も検討に値
する。第2次志摩市総合計画後期基本計画（2021年度策定）においてもDMO（観光地域づくり法人）・DMC（観光地経営会
社）の創設が挙げられており、サステナブル観光を実現するためにも検討していくべき事項であろう。
・また、サステナブル観光に関わる関係者から構成する「サステナブル協議会(仮)」を設置し、志摩市全体で考えて行動していくことも必
要であろう。

（方策６）サステナブルコンテンツ送迎支援

・造成されたサステナブルコンテンツまでのアクセスとして、公共交通の利用を検討してきたが、観光客の足を確保する二次交通の問題も
重なり、効果的な公共交通体系を模索することは非常に難しい。そこで、サステナブルコンテンツに限定し、観光客を送迎するためだけの
デマンド交通システム（サステナブルコンテンツの予約・申し込みの際に送迎の要否を選択）を構築することが望ましい。500円タクシー
等の取り組みを通じて得られたノウハウを活用し、個別・低額な送迎手段を検討するとともに、方策４の基金を活用しながら、方策５の
DMOや協議会で運用していくことが求められる。

（方策７）広報・ＰＲ支援

・志摩市で造成されたサステナブルコンテンツを広く発信するためには、市を主体とした組織的な広報PRの取り組みが欠かせない。また、
国内外に売り込むための販売プロモーションについても事業者等に対する市の積極的な支援が望まれる。これは既存の事業等を活用し
て実施するほか、方策５のDMOやDMCの役割として活動を支援することも考えられる。事業者にとっても、サステナブルに取り組む動機
付けとなるとともに、観光客が志摩市のサステナブルを支えるという仕組みによって、志摩市の循環型の観光システムが促進される。
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